
 

１ 基本計画の目的 

地下水中の硝酸性窒素対策に関する取組みの推進が必要な市町村や地域を明確化し、 

市町村の個別計画策定を支援することで、硝酸性窒素対策の効果的かつ更なる推進を図る。 

 

２ 基本計画策定の背景 

（１）硝酸性窒素※の広域的な高濃度化により削減計画が策定された荒尾・熊本両地域におい

て、平均濃度は減少等の改善が見られるが、一部、環境基準超過が継続あるいは濃度が

更に上昇傾向を示す井戸が確認されている。 

（２）荒尾・熊本地域以外でも、水道未普及地域での基準超過による飲用不可の井戸や長期間

調査が行われていない地域などが確認されている。 

（３）市町村が具体的かつ計画的な対策に取り組むことが出来るよう、「市町村や地域ごと」の

状況に応じた地下水保全に係る取組みをより推進する必要がある。 

 

 

 

３ 計画の概要 

 （１）取組みの推進が必要な市町村や地域の見える化推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３（２）市町村の個別計画の策定推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ 硝酸性窒素は、それ自体は急性毒性をほとんど持たないが、乳幼児の胃の中で亜硝酸性窒素に

還元された後体内に吸収され、酸素欠乏症を引き起こすといわれており、水道水の水質基準及び

地下水の環境基準として、硝酸性窒素と亜硝酸性窒素の合計量 10 mg/L 以下と定められている。 

地下水中の硝酸性窒素対策に関する熊本県基本計画について 地下水中の硝酸性窒素対策に関する熊本県基本計画の概要 
資料６-② 



 

４ 基本計画の期間・主な目標 

  計画の期間：令和６年（２０２４年）４月～令和２６年（２０４４年）３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 目標達成のためのロードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 現状 目標 

取組推進市町村数 11 市町 

R5 年度（2023 年度） 
R25 年度（2043 年度）（基本計画策定後 20 年後）までに 10%以下、将来的に 0% 

基準超過井戸数 55 井戸 

R4 年度（2022 年度） 
R25 年度（2043 年度）（基本計画策定後 20 年後）までに 10%以下、将来的に 0% 

表３ 計画の主な目標 


